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浦川原中学校だより － おおらかに、たくましく生きぬく生徒 －

き ず な
重 点 目 標

（１）自ら学ぶ意欲を高め、確かな学力を育む授業の充実
（２）豊かな心と主体的に生きる力を育てる特別活動･部活動の充実
（３）将来の生き方を考えさせる体験活動の充実
（４）地域とともに歩む学校の実現に向けた、家庭や地域との連携強化

第９号 令和５年２月１７日発行

令和4年度 学校評価（一部抜粋）
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■学校評価
12月に行った学校評価アンケートや各種調査の結果を基に、２学期の取組を評価・総括しました。生徒、保

護者の皆さんの声を生かし、３学期以降の取組を改善・向上させていきます。
【重点目標「自ら学ぶ意欲を育て、確かな学力の定着を図る」について】 ＊（ ）内は1学期の数値
＜目指す成果＞ ＜主な調査の結果＞
①授業が分かる生徒が80％以上 ①生徒アンケートにおける肯定的回答の割合 ：94.5％（92.9）
②学び合い学習で理解が深まった、新しい考えがもてた生徒が80％以上 ②生徒アンケートにおける肯定的回答の割合 ：85.7％（88.9）
③学びのサイクルを意識して、学習に取り組んだ生徒が80％以上 ③生徒アンケートにおける肯定的回答の割合 ：66.7％（69.8）
④家庭学習時間を１時間以上している生徒が60％以上 ④生徒アンケートにおいて１時間以上したと回答した割合 ：69.8％（66.7）
＜取組の評価（成果(○)と課題(▲）＞ ＜今後の取組＞
○１，３年生では｢授業が分かる｣、｢学び合い学習で～｣、の肯 ・２学期に引き続き、｢学びのサイクル｣・｢KHHのキホン｣を職員
定的な評価が目標を達成している。また、教職員からも話し が意識をして生徒の家庭学習の時間や質を向上、話し合い活動
合うことが理解を深めている活動につながると実感している。 を充実させる。

▲｢学びのサイクル｣では、肯定的な評価は目標を達成しなかっ
＊

ＫＨＨのキホンとは

た。３年生になると学びのサイクルを意識している生徒の割合 １ うなずきながら目と耳で聞く(K)

が増加している。入学から継続的に、学びのサイクル｢予習→授 ２ 自分の考えをもち、自分の意見を相手に話す。(H)

業→復習｣を意識した指導が必要である。 ３ 違憲の共通点や相違点に気付き、更に良い意見に話し合い、まとめる(H)

【重点目標「豊かな心と主体的に生きる力を育てる教育の充実を図る」について】
＜目指す成果＞ ＜主な調査の結果＞
①自分には良いところがあるとする生徒が70％以上 ①生徒アンケートにおける肯定的回答の割合 ：63.5%(65.1)
②他者に認められていると感じる生徒が70％以上 ②生徒アンケートにおける肯定的回答の割合 ：65.1%(66.7)
③相手の立場や気持ちを考えて行動することができた生徒が80％以上 ③生徒アンケートにおける肯定的回答の割合 ：88.9%(88.1)
④学校生活に満足であるとする生徒が80％以上 ④生徒アンケートにおける肯定的回答の割合 ：91.3%(92.9)
＜取組の評価（成果(○)と課題(▲）＞ ＜今後の取組＞
○｢相手の立場…生徒｣、｢学校生活が満足…生徒｣の割合が80％ ・３学期以降は、生徒の取り組みに対してフィードバックする
以上全校の割合が80％を声、学年の割合も80％を超えた。学校 場面を意識的に増やす。また、振り返り活動の記述や言語活動
行事の充実と、丁寧な振り返り活動により、生徒の成功体験な を増やして、自分や相手を褒める場面を設定する。
どが満足感につながっていったと考えられる。また、いじめ見 ・｢地域の中の学校｣、｢地域に開かれた学校｣として、そして、
逃しｾﾞﾛｽｸｰﾙ集会や、各種生徒会活動を通して、相手への声が 主体性をもった中学生として地域に何を還元できるのかを考え
けや、日々の過ごし方に良い影響を与えたと考えられる。 させた活動を計画していく。
▲｢自分には良い…生徒｣、｢他者に認められている…生徒｣の割
合が70％を下回った。学校生活に満足している反面、｢認めら
れている｣と感じる場面を設定し、自己肯定感の向上につなが
る状況を作ることが必要である。

【重点目標「たくましい気力・体力を育成する健康安全指導」について】
＜目指す成果＞ ＜主な調査の結果＞
①｢食事｣｢睡眠｣｢うがい・手洗い｣に関する質問に対する肯定的 ①生徒アンケートにおける肯定的回答の割合 ：93.7%(95.2)
評価の生徒が80％以上 ②生徒・保護者アンケートにおける肯定的な回答の割合の平均

②メディアマネジメントについて、家庭内で約束を決めて取り : 58.7%(63.5)
組んだ生徒が70％以上 ③生徒アンケートにおける肯定的回答の割合 ：74.6%(68.3)

③体力テストの結果に改善・向上が見られた生徒が80％以上
＜取組の評価（成果(○)と課題(▲）＞ ＜今後の取組＞
○朝食は９割の生徒が食べていることが分かった。 ・朝食アンケートをとり、何を食べたか、誰と食べたかと調査
○毎日、結果を放送で生徒に周知し、改善を呼びかけることで、 する。
生活習慣改善への意識付けになった。 ・家庭でのメディアについてのルールに直接アプローチするの
○｢残食ゼロ運動｣を行った。給食委員が目視でおよそ何人分残 は難しいが、子供自身がメディアの使い方をコントロールでき
っているかを確認し、記録した。デザートの味を選べる得点を るための取り組みが必要。親子で講演会を聞く機会やPTAを巻き
つけることで、生徒の興味を引き、以前よりも残食を減らすこ 込んだ活動が大切になる。
とができた。また、残食ゼロ運動後も、比較的喫食している様 ・生活習慣改善については、これまでの計画を継続的に行う。
子が見られ、有効であった。 ・講演会を行い、健康体力向上に努める。
▲アンケートの結果メディアの約束事が決まらない。気をつけ
ている生徒も少ないことが分かった。
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■マイ・タイムライン授業
１月１８日（水）にマイ・タイムライン教室を行いました。
マイ・タイムラインとは、水害・土砂災害に備えて、前もってとるべき行動を時間

後と整理した｢自分の避難行動計画｣です。
今年度の３回目となる防災学習です。災害発生時の『逃げ遅れゼロ』を目的

に、自分の命を自分で守り、率先して安全を確保するための行動ができること目
標に行いました。住んでいる地域によって、同じ浦川原区内でも起こりやすい災害は様々でした。各地区のハ
ザードマップを活用して、同じ町内の生徒同士で相談しマイ・タイムラインの完成させていました。浦川原中学
校の生徒が率先避難者となれるように日々学んでいきましょう。

■第２回生徒総会、生徒会新役員委嘱式
生徒総会では、今までの委員会、校則の見直しが行われました。今の時代に、今の浦川原中学校にあった

形に進化させることが出来たのではないでしょうか。総会の後に、新役員委嘱式が行われ、新生徒会長から
本部会役員及び専門委員長に委嘱状が手渡されました。正副会長そして各委員長を中心に、伝統を引き継ぐ
とともに、これまで以上に活発な活動を展開してほしいです。
生徒会長、生徒会副会長から、決意を述べてもらいました。

○生徒会長 山﨑 叶登さん
この度、生徒会長になりました。山﨑叶登です。私は周りを盛り上げたり、支えたりすることが得意なので

この長所を活かし、全校を引っ張っていきます。
1年生のときに副級長に立候補し、また、副会長にも立候補しました。常に、積極的に新しいことに挑戦し

て、先輩の姿からたくさん学ばせていただきました。学んだことを学校生活に活かし、私の目指す生徒会の
｢全員が相手のことを思いやり、自分も相手も大切にできる生徒会」を達成したいです。そして、生徒会長と
して、学校のことを第一に考え、堂々と胸を張り、生徒会長らしい存在になりたいです。全校を輝かしい未来
へと導いて見せます。よろしくお願いします。

○生徒会副会長 井部 柚花さん
生徒会副会長になりました。井部柚花です。今までに級長、本部会役員として活動し、リーダーとしての経

験を積んできました。その中で、一人一人の意見を聞き入れることの大切さを学びました。この学びを活かし
て、全校生徒の一人一人の意見を大切に、居心地良く過ごせる学校を創っていきたいです。また、副会長と
して、会長をサポートし、生徒の手本となるような姿を見せられるよう精一杯頑張ります。
先輩方がつないできた浦川原中学校を引き継ぎ、私の目指す生徒会｢地域の誇りであり、一人一人が居

心地良く過ごせる生徒会｣を達成していきたいです。そして、より良い学校を目指し、本会メンバー全員で支
え合いながら、様々なことに挑戦していきます。

○生徒会副会長 長谷川 絆さん
生徒会副会長になりました。長谷川絆です。皆が居心地の良い学校を創りたいと思います。そのために、

浦川原中学校の良いところは継続し、悪いところは改善していきます。
初めて本部会に入るので、先輩の姿から学び、生徒会長をサポートし、学校をまとめられるように努め

たいと思います。そして、居心地の良い学校を創るために、意見を出し、浦川原中学校をより良くしていき
ます。

令和５年度生徒会役員一覧
〇生 徒 会 長 山﨑 叶登
〇生徒会副会長 井部 柚花 、 長谷川 絆
〇議 長 竹内 綾花 〇副 議 長 五井野 響
〇書 記 髙波 由花、大久保莉奈
〇生活向上委員長 山田 駿成 〇健康委員長 杉田妃夢叶
〇放送委員長 山﨑 はな 〇体育応援委員長 杉田 心和
〇広報委員長 山賀 楓香
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■１，２年スキー授業
1月27日（金）にキューピットバレイスキー場を会場にスキー授業を行いました。吹雪の予想で実施が危ぶ

まれましたが予報ははずれ、見事なスキー日和になりました。
地域の大人の方とコミュニケーションを図りながらスキーを丁寧に教えていただきました。生徒は、スキー技

能の向上以上に、スキーの楽しさに結び付いたと思います。

スキー授業の指導者及び保護者ボランティアの皆様
○指導者
石田 裕一 様 、 春日 健一 様
松野 幸博 様 、 村松 徹 様

○保護者ボランティア
岡田 智樹 様 、 小市 晋 様
山﨑 敦 様

■３月の行事予定

日 曜 行 事 予 定 日 曜 行 事 予 定

１ 水 17 金 専門委員会

２ 木 18 土

３ 金 卒業式予行・準備 19 日

４ 土 20 月

５ 日 21 火 春分の日

６ 月 第７６回卒業証書授与式 22 水 学校預り金再振替日

７ 火 公立高等学校一般選抜学力検査 23 木 公立高校２次募集学力検査

８ 水 公立高等学校学校独自検査 2年生修学旅行1日目 24 金 公立高校2次募集合格発表 ３学期終業式

９ 木 2年生修学旅行2日目 25 土

10 金 2年生修学旅行3日目学校預り金振替日 26 日

11 土 27 月 離任式

12 日 28 火

13 月 29 水

14 火 30 木

15 水 31 金

16 木 公立高等学校合格発表

【お知らせ】

「浦川原中学校のホームページを御覧ください」

浦川原中学校のホームページでは、教育活動の様子を随時紹介しております。

是非、右の QR コードにアクセスいただき、学校や生徒の様子を御覧ください。


